
普及課だより No.48 
                                                    

    

  ２３ 

 

No.48 2 0 1 9 . 1  

〒440-0833 豊橋市飯村町高山 11-40  

TEL：(0532)63-3529 FAX：(0532)63-7023 

Web：http://www.pref.aichi.jp/ 

    nourin-higashimikawa/higashimikawa-fukyu/ 

 

   

東 三 河 農 林 水 産 事 務 所 農 業 改 良 普 及 課  

（ 東 三 河 農 業 普 及 指 導 セ ン タ ー ）  

東
三
河
地
域
の
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
愛
知
県
政
及
び
愛
知
県
農
業

行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
職
員
一
同
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
の
清
々
し
い
空
気
の
中
で
今
年
一
年
の
計
画
を
立
て
て
み
え
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
昨
年
は
７
月
末
の
史
上
初
と
な
る
逆
走
台
風
12
号
、９
月
末
の
台
風
24
号

と
東
三
河
地
域
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
現
場
に
行
く
と
欠
株
の
多
い
ほ
場
が
散
見
さ
れ
、
今
な

お
台
風
の
影
響
が
大
き
く
残
っ
て
い
ま
す
。
台
風
後
は
暖
冬
で
お
だ
や
か
な
晴
天
が

続
い
た
こ
と
か
ら
、
秋
冬
野
菜
を
中
心
に
前
進
傾
向
と
な
り
市
場
価
格
は
低
迷
し
ま

し
た
。
台
風
で
こ
れ
だ
け
被
害
を
受
け
た
の
に
、
な
ぜ
市
場
価
格
が
こ
れ
ほ
ど
低
迷

し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
暖
冬
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
台
風
被
害
を
受
け
て
い
な

い
国
内
新
興
産
地
の
存
在
、
価
格
の
高
騰
を
見
越
し
た
商
社
に
よ
る
輸
入
、
さ
ら
に

は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
需
要
の
低
迷
と
い
っ
た
社
会
的
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

東
三
河
地
域
は
豊
川
用
水
の
通
水
を
機
に
園
芸
産
地
と
し
て
変
貌
を
遂
げ
ま
し

た
。
昨
年
は
豊
川
用
水
通
水
50
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
が
、
半
世
紀
を
経
た

産
地
と
し
て
新
興
産
地
か
ら
追
い
か
け
ら
れ
る
立
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
本

県
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
一
部
と
し
て
商
工
業
を
含
め
た
立
地
条
件
が
良
く
、
輸

送
機
械
を
中
心
に
製
造
品
出
荷
額
は
長
ら
く
全
国
一
位
と
な
っ
て
お
り
、
他
産
業
と

労
働
力
競
合
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
で
東
三
河
地
域
の
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
東
三
河
の
農
業
は
東
京
を
始
め
と
し
た
京
浜
地
帯
へ
の
輸

送
園
芸
が
中
心
で
す
。
産
地
と
し
て
の
規
模
拡
大
は
ほ
ぼ
限
界
に
達
し
て
い
る
も
の

の
、
高
品
質
な
農
産
物
を
安
定
出
荷
で
き
る
産
地
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
強
み
を
活
か
す
た
め
に
、
施
設
園
芸
で
は
日
進
月
歩
で
進
歩
し
て
い
る
複
合
環

境
制
御
機
器
を
用
い
て
オ
ラ
ン
ダ
に
近
い
反
収
を
上
げ
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
外
食
・
中
食
産
業
の
需
要
が
増
え
、
自
然
災
害
に
左
右
さ
れ
な
い
安

定
的
な
出
荷
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
の
土
壌
改
良
や
安
定
出
荷
の
た
め
の
技
術
確
立
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

農
業
改
良
普
及
課
は
今
後
と
も
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
反
収
増

加
や
安
定
生
産
に
向
け
た
研
究
会
へ
の
参
加
や
産
地
の
維
持
・
発
展
の
た
め
の
担
い

手
作
り
な
ど
、
時
代
の
求
め
る
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                             

 

農
業
経
営
士 

  

【 

豊
橋
市 

】 
 

西
郷 

和
久 

 

（
露
地
野
菜
） 

       

鈴
木 

章
弘 

 

（
施
設
野
菜
） 

    
 

   

中
村 

敏
秀 

 

（
施
設
野
菜
） 

       

外
山 

崇 
 

（
花 

き
） 

     

鈴
木 

豊 

（
露
地
野
菜
） 

      
 

【 

豊
川
市 

】 

平
野 

尋
一 

 

（
施
設
野
菜
） 

    
 

 
 

     
 

 

【 

蒲
郡
市 

】 
 

尾
﨑 

智
彦 

 

（
果 

樹
） 

     

小
嶋 

丈
宏 

 

（
果 

樹
） 

 
      

農
村
生
活 

 
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 

【 

豊
橋
市 

】 
 

伊
藤 

め
ぐ
み 

 

（
施
設
野
菜
） 

     

伊
藤 

美
紀 

（
露
地
野
菜
） 

      

【
豊
川
市 

】 
 

岡
田 

育
代 

 
 

（
花 

き
） 

      

【 

蒲
郡
市 

】 

山
本 

ゆ
り
子 

 

（
果 

樹
） 

       

青

年

農

業

士

【 

豊
橋
市 

】 

石
田
祐
也 

 

（
養 

 

鶏
） 

     

望
月
孝
紘 

 

（
施
設
野
菜
） 

     

長
濱
健
作 

 
 

（
露
地
野
菜
） 

      

【 

豊
川
市 

】 

小
林 

 

博 
 

（
施
設
野
菜
） 

     

中
西 

希
一 

 

（
露
地
野
菜
） 

     

【 

蒲
郡
市 

】 
 

小
林 

 

生 
 

（
施
設
野
菜
） 

     

小
田 

拓
也 

 
 

（
果 

樹
） 
農業経営士・農村生活アドバイザー・青年農業士の認定者紹介 

課長 

杉浦 英博 
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新しい技術の紹介 

Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト
部
会
が 

天
皇
杯
を
受
賞
し
ま
し
た 

 
 

 
第
五
十
七
回
農
林
水
産
祭
で
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
ト
マ
ト

部
会
が
、
最
高
位
で
あ
る
天
皇
杯
を
園
芸
部
門
で
受

賞
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の
農
林
水
産

業
と
食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
農
林
水
産
業
者
の

技
術
改
善
及
び
経
営
発
展
の
意
欲
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
昭
和
37
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
あ

る
式
典
で
す
。
過
去
一
年
間
に
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
た
農
林
水
産
祭
参
加
表
彰
行
事
で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
五
一
二
点
か
ら
、
７
つ
の
部
門
ご

と
に
天
皇
杯
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
日
本
農
林
漁
業

振
興
会
会
長
賞
の
３
賞
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

天
皇
杯
の
受
賞
理
由
と
し
て
、
部
会
員
81
戸
が

参
加
す
る
養
液
栽
培
研
究
会
で
地
元
企
業
と
連
携

し
、
低
コ
ス
ト
の
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
や
環
境
制
御

装
置
を
開
発
す
る
と
共
に
、
部
会
内
に
そ
の
普
及
を

進
め
、
収
量
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
16
年
間
で

売
上
を
倍
増
さ
せ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

              

管内農業の話題 

 

東
三
河
水
田
技
術
研
究
会
を 

開
催
し
ま
し
た 

 

 
 

 

12
月
６
日
（
木
）
に
東
三
河
水
田
技
術
研
究
会

を
開
催
し
、
管
内
の
農
業
者
等
39
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
本
研
究
会
は
農
業
改
良
普
及
課
主
催
の
実
証

試
験
成
果
の
報
告
の
場
で
、
本
年
度
取
り
組
ん
だ
、

飼
料
米
「
も
み
ゆ
た
か
」
の
栽
培
試
験
と
小
麦
「
き

ぬ
あ
か
り
」
の
追
肥
試
験
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

な
お
、
農
業
総
合
試
験
場
の
研
究
員
が
、
今
後
東

三
河
地
域
で
普
及
が
見
込
ま
れ
る
水
稲
「
な
つ
き
ら

り
」
と
「
愛
知
糯
一
二
六
号
」
を
紹
介
、
本
年
度
の

夏
季
の
高
温
や
台
風
が
水
稲
の
収
量
・
品
質
に
与
え

た
影
響
分
析
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
報
告
を
受

け
て
、
実
証
ほ
設
置
農
業
者
か
ら
は
試
験
成
果
へ
の

意
見
や
、
参
加
者
か
ら
追
肥
実
施
の
際
の
注
意
点
を

尋
ね
る
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
研
究
会
当
日
に
は
、
県
内
の
５
品
種
の
米

を
食
べ
比
べ
る
食
味
会
も
実
施
し
、
「
な
つ
き
ら

り
」
が
最
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
「
な
つ
き

ら
り
」
は
農
業
総
合
試
験
場
が
育
成
し
た
高
温
耐
性

品
種
で
、
来
年
度
か
ら
東
三
河
地
域
で
も
試
験
栽
培

が
始
ま
り
ま
す
。
「
な
つ
き
ら
り
」
の
お
い
し
さ
を

実
感
し
、
栽
培
し
た
い
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。 

  

新しい技術の紹介 

県
育
成
カ
ン
キ
ツ
「
夕
焼
け
姫
」

高
品
質
果
実
生
産
を
目
指
し
て 

 

 
 

 

Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
み
か
ん
部
会
で
は
、
愛
知
県
育
成

の
カ
ン
キ
ツ
「
夕
焼
け
姫
」
が
初
出
荷
を
迎
え
、
外

観
・
品
質
の
高
さ
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

農
業
改
良
普
及
課
で
は
、
更
な
る
省
力
・
高
品
質

化
を
目
指
し
植
物
生
長
調
整
剤
「
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳

剤
」
の
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

試
験
は
、
「
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
」
二
千
倍
液
を
満

開
65
日
後
と
満
開
81
日
後
に
散
布
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
作
業
時
間
は
、
従
来
の
マ
ル
チ
栽
培
に
比
べ

70
％
削
減
で
き
省
力
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。 ま

た
、
果
実
品
質
は
、
11
月
下
旬
に
完
全
着
色
し

無
処
理
よ
り
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ル

チ
栽
培
に
比
べ
る
と
糖
度
は
や
や
低
く
浮
皮
度
も

高
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
試
験
中
の
降
水
量
が

８
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
多
く
、
マ
ル
チ

の
無
い
試
験
区
で
は
糖
度
上
昇
の
抑
制
と
浮
皮
の

発
生
を
助
長
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
の
結
果
か
ら
、
「
夕
焼
け
姫
」
の
高
品
質
果

実
生
産
に
は
、
マ
ル
チ
栽
培
を
前
提
と
し
、
降
雨
の

影
響
を
受
け
や
す
い
園
外
周
に
は
「
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳

剤
」
の
散
布
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。 

                     

 

研究会の様子 

下） 

「夕焼け姫」の果実 

天皇杯を受賞した大竹氏(左)と白井氏(右) 

下） 


